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松沢哲郎 (教授),友永雅己 (准教授),田中正之 (助教)
落合 (大平)知美,井上紗奈,大橋岳,野上悦子 (教務
補佐員),高島友子,堀鈴香,伊藤康世 (技術補佐員),
打越万喜子,伊村知子 (日本学術振興会特別研究員),
LauraMartinez,山本真也,佐藤義明,小倉匡俊,狩野文
浩,兼子峰明,ChristopherMartin(大学院生)
<研究概要>
A)チンパンジーの比較認知発達研究
松沢哲郎,友永雅己,田中正之,林美里 (比較認知発達
(ベネッセコーポレー ション)研究部門),堺田積 (形態
進化分野),三上章允 (行動発現分野),西村剛 (系統発
生分野),南雲純治 (認知学習分野),流山節,松林清明,
鈴木樹理,宮部缶子,熊崎清則,前田典彦,加藤朗野,
兼子明久,西脇弘樹,渡辺祥平 (以上､人琉進化モデル
研究センター),井上紗筑 野上悦子.持合 (大平)知美,
山本真也,高島友子,堀鈴香,伊藤焼岨 森口祐介 (京
都大),赤木和重 (三重大),群fl_*荘矢 (東京芸大)
1群 14個体のチンパンジーのうち,特に6-7歳になる
子ども3個体を対象として,比較発達研兜を総合的にお
こなった.認知機能の解析として,コンピュータ課舷や
対象操作課題など各種認知孤舷においてチンパンジー
のおとな個体や,ヒト幼児との比較検討をおこなった.
また,定期的に脳や身体各部の計測もおこなっている.
B)チンパンジーの知覚 ･認知偶力の比較吉昏知科学的研
究
松沢哲郎,友永雅己,田中正之,南雲純治,伊村知子,
LauraMartinez,狩野文浩,兼子峰明,井上紗奈,市島友
千,堀鈴香,松滞正子 (昭和女大),村井千寿子 (玉川大),
小杉大輔 (静岡理工大),牛谷智- (千葉大),後藤和宏
(慶応大)
チンパンジーとヒトを対象に,認知 ･言語機能の比較
研究を継続しておこなった.主として,1個体のテスト
場面で,数系列学習,色と文字の対応,視線の認識,顔
の知覚,注意,パターン認識,視覚探索,絵画的奥行き
知覚,カテゴリー 認識,物理的串象の認訊,視聴覚統合,
情動認知,運動学習などの研究をおこなった.この一部
は以下の研究者との共同研究である.
C)チンパンジー ･コミュニティにおける知陀 ･技術の
社会的伝播
松沢哲郎,友永雅己,林英弘,佐藤義明
チンパンジー母子3組を中心とする1群 14個体の飼
育下コミュニティを対象として,屋外運動場に設けた
｢ドー ム｣と呼ぶ屋外用テストブースで,道具の製作と
使用 (小枝やつるでハチミツをつり出す行動)について
検討した.釣り場所を2か所に限定した競合場面で,3個
体以上が関与する社会的相互交渉について実験的研究
をおこなった.
D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異と森林再
生
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